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〈採決結果〉
■２５年度運動方針案
…賛成多数で可決

■夜勤規制と大幅増員を
めざすアクションプラン案
…賛成多数で可決

■２５年度予算案
…賛成多数で可決

■規定改定案
…賛成多数で可決

■２５秋闘産別スト権
…確立

（賛成１６６票・反対３票・白紙０票）
■共済事業方針案・予算案
…承認

第
75
回
定
期
大
会
は
、
原
英
彦

中
央
副
執
行
委
員
長
が
開
会
を
宣

言
し
、
議
長
に
田
中
希
依
代
議
員

（
全
医
労
）
、
梅
本
哲
男
代
議
員

（
岐
阜
）
、
池
原
裕
子
代
議
員
（
鳥

取
）
を
選
出
し
て
、
議
事
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、

中
央
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
佐

々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
（
要
旨

左
）
。

来
賓
と
し
て
、
石
川
敏
明
副
議

長（
全
労
連
）、
土
田
昭
一
中
央
執

行
委
員
長（
福
保
労
）、
医
団
連
を

代
表
し
て
片
山
忍
専
務
理
事
（
医

生
協
）
、
田
村
貴
昭
衆
議
院
議
員

（
日
本
共
産
党
）
か
ら
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
森
田
進
中
央
副
執

行
委
員
長
よ
り
24
年
度
決
算
報
告

・
会
計
監
査
報
告
の
の
ち
、
米
沢

哲
書
記
長
か
ら
2
0
2
5
年
度
運

動
方
針
案
が
、
続
い
て
松
田
加
寿

美
書
記
次
長
よ
り
夜
勤
規
制
と
大

幅
増
員
を
め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
55
本
の
発
言
と
4

本
の
文
書
発
言
が
出
さ
れ
、
米
沢

書
記
長
の
総
括
答
弁（
要
旨
3
面
）

の
後
、
25
年
度
予
算
案
、
規
定
改

定
案
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
25

年
度
運
動
方
針
案
・
夜
勤
規
制
と

大
幅
増
員
を
め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
案
・
25
年
度
予
算
案
・
規

定
改
定
案
は
、
い
ず
れ
も
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

共
済
事
業
方
針
案

・
予
算
案
は
提
案
の

の
ち
承
認
さ
れ
、
産

別
統
一
ス
ト
権
を
賛

成
多
数
で
確
立
、
役

員
選
挙
は
立
候
補
者

全
員
が
信
任
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
特
別
決
議
案

「
『
ふ
た
た
び
白
衣

を
戦
場
の
血
で
汚
さ
な
い
』
決
意

を
あ
ら
た
に
」
（
内
容
2
面
）
が

満
場
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
、
す
べ

て
の
議
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
は
、
花
澤
直

樹
中
央
副
執
行
委
員
長
が
行
い
、

佐
々
木
中
央
執
行
委
員
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
散
会
し
ま
し
た
。

7
月
20
日
投
開
票
が
行
わ
れ
た

参
議
院
選
挙
で
は
、
与
党
が
過
半

数
割
れ
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

排
外
主
義
や
外
国
人
へ
の
規
制
強

化
を
訴
え
る
政
党
が
議
席
を
伸
ば

し
、
今
後
の
政
治
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

差
別
や
戦
争
の
正
当
化
に
抗

い
、
憲
法
9
条
を
生
か
し
た
外
交

に
よ
る
平
和
が
必
要
で
す
。
す
べ

て
の
人
々
の
平
和
と
尊
厳
を
守
る

た
め
に
、
現
場
か
ら
声
を
上
げ
る

運
動
が
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
間
み
な
さ
ん
に
は
ス

ト
ラ
イ
キ
を
構
え
た
賃
上
げ

闘
争
に
奮
闘
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
し
か
し
依
然
と
し

て
、
医
療
・
介
護
現
場
で
は

低
賃
金
と
人
手
不
足
が
深
刻

で
、
病
床
の
削
減
や
事
業
所

の
倒
産
も
起
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
運
動
に
よ
っ

て
、6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
骨

太
方
針
2
0
2
5
」
で
は
、
医
療

・
介
護
・
福
祉
分
野
で
の
賃
上
げ
、

離
職
防
止
、
人
材
確
保
の
重
要
性

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
具
体

的
な
内
容
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
労

働
者
が
団
結
し
て
、
大
き
く
運
動

を
展
開
し
、
賃
上
げ
、
人
材
確
保

を
実
現
す
る
具
体
策
を
示
さ
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
政
府
は
、
一
部
野
党
と
の

協
議
に
お
い
て
医
療
費
4
兆
円
削

減
を
合
意
し
、
1
床
あ
た
り
4
1

0
万
円
も
の
税
金
を
投
じ
て
病
床

削
減
を
進
め
て
い
ま
す
。
国
民
の

た
め
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
を
実
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
や
災
害
に
備
え
た
余

力
の
あ
る
医
療
提
供
体
制
を
再
構

築
す
る
べ
き
で
す
。

医
療
・
介
護
が
ひ
っ
迫
し
て
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
奮
闘
し
た
組

織
の
経
験
な
ど
を
全
体
で
共
有
し

な
が
ら
、
9
2
0
万
人
を
超
え
る

医
療
・
介
護
・
福
祉
労
働
者
を
視

野
に
17
万
人
の
早
期
回
復
、
18
万

医
労
連
達
成
に
向
け
て
、
と
も
に

力
を
合
わ
せ
て
奮
闘
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

日
本
医
労
連
は
、
７
月
２２
日
〜
２４
日
ま
で
の
３
日
間
、
滋
賀
県
琵
琶
湖

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
第
７５
回
定
期
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
の
運
動
方
針
と
予
算
、
夜
勤
規
制
と
大
幅
増
員
を
め
ざ
す

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
採
択
・
確
立
し
、
新
年
度
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
大
幅
賃
上
げ
を
求
め
て
奮
闘
し
た
経

験
や
、
理
不
尽
な
経
営
者
の
横
暴
を
許
さ
ず
争
議
を
た
た
か
う
仲
間
の
報

告
、
組
織
強
化
拡
大
の
経
験
な
ど
活
発
な
発
言
が
相
次
ぎ
、
組
織
を
強
く

大
き
く
し
、
産
別
運
動
前
進
へ
の
決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
第
７３
回
定
期
大
会

産
別
統
一
闘
争
の
前
進
で
、憲
法
を
い
か
し
医
療
・
社
会
保
障
を

拡
充
す
る
政
治
へ
と
転
換
さ
せ
、国
民
の
い
の
ち
・
暮
ら
し
・
平
和
を
守
ろ
う

日
本
医
労
連
第
７５
回
定
期
大
会

日
本
医
労
連
第
７５
回
定
期
大
会
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大
幅
賃
上
げ
・
夜
勤
規
制
・
大
幅
増
員
を

勝
ち
と
る
決
意
を
固
め
る

大
幅
賃
上
げ
・
夜
勤
規
制
・
大
幅
増
員
を

勝
ち
と
る
決
意
を
固
め
る

提案する米沢書記長

佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

日本医労連第７５回定期大会に寄せて、全労連を
はじめ１４１の団体・個人から連帯のメッセージが届
きました。ありがとうございました。
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賃
金
闘
争

賃
金
闘
争

夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
、

労
働
条
件
・
働
く
ル
ー
ル

夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
、

労
働
条
件
・
働
く
ル
ー
ル

社
会
保
障
拡
充
、

安
全
・
安
心
の

医
療
・
介
護
実
現

社
会
保
障
拡
充
、

安
全
・
安
心
の

医
療
・
介
護
実
現

平
和
と
民
主
主
義
、

災
害
復
興
、原
発
ゼ
ロ
、

国
民
共
同

平
和
と
民
主
主
義
、

災
害
復
興
、原
発
ゼ
ロ
、

国
民
共
同

組
織
拡
大
・
共
済
推
進
、

争
議
、青
年
・
女
性
分
野

組
織
拡
大
・
共
済
推
進
、

争
議
、青
年
・
女
性
分
野

夜
勤
規
制
と
大
幅
増
員

を
め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
（
２
号
議
案
）

夜
勤
規
制
と
大
幅
増
員

を
め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
（
２
号
議
案
）

総
括
答
弁

総
括
答
弁

賃
金
闘
争
で
は
、
21
本
（
発
言

は
重
複
発
言
あ
り
と
し
て
カ
ウ
ン

ト
）
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

山
形
か
ら
は
、
25
春
闘
で
一
斉

団
交
日
・
統
一
行
動
日
を
設
定
し
、

経
営
の
言
い
な
り
に
な
ら
な
い
た

た
か
い
を
展
開
し
た
経
験
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
青
森
か
ら
は
、
「
ス

ト
ラ
イ
キ
決
議
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
ス
ト
権
は
本
来
労
働
組
合

に
あ
る
も
の
で
事
業
所
単
位
で
は

な
い
。
こ
の
方
針
に
よ
っ
て
ス
ト

権
を
確
立
し
な
く
て
も
決
議
を
あ

げ
た
組
織
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
要
求
提
出
・
ス
ト
権
確
立
こ

そ
追
求
す
べ
き
と
し
て
労
働
組
合

ら
し
い
た
た
か
い
が
必
要
だ
」
と

発
言
し
ま
し
た
。
東
京
か
ら
は
春

闘
の
提
起
時
期
に
つ
い
て
、
春
闘

討
論
集
会
か
ら
具
体
的
な
提
起
が

必
要
と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
第
二
次
統
一
行
動
日
（
4
月

9
日
）以
降
の
方
針
に
つ
い
て
も
、

期
間
の
余
裕
を
も
っ
て
、
賃
上
げ

闘
争
方
針
を
あ
ら
か
じ
め
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
発
言
し
ま
し

た
。
愛
媛
か
ら
は
、
世
界
に
比
べ

て
日
本
の
看
護
師
の
平
均
賃
金
が

低
す
ぎ
る
と
し
て
、
平
均
年
収
を

2
0
3
0
年
ま
で
に
8
0
0
万
円

を
目
指
す
な
ど
の
具
体
的
提
起
が

必
要
と
発
言
。
ま
た
平
均
賃
金
を

見
込
ん
だ
報
酬
制
度
を
求
め
て
、

26
春
闘
は
世
界
の
医
療
産
別
と
共

に
ス
ト
ラ
イ
キ
に
決
起
す
る
必
要

が
あ
る
と
発
言
し
ま
し
た
。

夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
、
労
働

条
件
・
働
く
ル
ー
ル
で
は
、
14
本

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
過

酷
な
状
況
が
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
現
状
に
危
惧
し
て
い
る

と
し
て
、
私
た
ち
の
声
が
通
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
今
こ
そ
署
名
宣

伝
行
動
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
京

都
か
ら
は
、
医
療
・
介
護
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
行
っ
て
い
る
中
で
、
財
政

支
援
を
求
め
る
要
請
書
の
賛
同
が

増
え
て
い
る
と
報
告
。
他
産
業
と

の
格
差
を
解
消
し
、
国
に
対
し
て

ケ
ア
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
求

め
る
た
た
か
い
が
必
要
だ
と
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。北
海
道
か
ら
は
、

署
名
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
今

回
取
り
組
ん
で
き
た
請
願
署
名

が
、
審
議
未
了
で
終
了
し
た
こ
と

に
つ
い
て
の
総
括
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
署
名
に
協
力
し
て
く

れ
た
人
に
今
後
の
協
力
を
訴
え
る

た
め
に
も
説
明
を
し
た
い
の
で
教

え
て
ほ
し
い
」
と
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
全
労
災
は
、
選
択
2
交
替

制
導
入
に
対
す
る
た
た
か
い
の
経

過
を
報
告
。
た
た
か
い
の
中
で
長

時
間
労
働
へ
の
弊
害
に
関
す
る
学

習
を
重
ね
て
い
る
と
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
広
島
か
ら
は
、
人
員
不

足
に
よ
っ
て
現
場
が
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
と
発
言
。
平
均
在
院
日

数
が
8
日
の
現
場
で
は
、
入
院
直

後
か
ら
患
者
さ
ん
・
家
族
に
退
院

の
話
を
す
る
な
ど
、
現
場
も
家
族

も
悲
鳴
を
あ
げ
る
よ
う
な
状
況
だ

と
過
酷
な
現
場
実
態
を
発
言
し
ま

し
た
。

社
会
保
障
拡
充
、
安
全
・
安
心

の
医
療
・
介
護
実
現
に
つ
い
て
は
、

8
本
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

全
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
労
組
は
、
全

施
設
を
対
象
と
し
た
統
廃
合
計
画

に
つ
い
て
の
経
過
を
報
告
。
本
来

の
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
（
地
域
医
療
機
能
推

進
機
構
）
の
使
命
と
役
割
を
実
践

さ
せ
る
た
め
、
統
廃
合
計
画
反
対

運
動
へ
の
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

宮
城
か
ら
は
、
東
北
労
災
病
院
と

県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転

合
築
反
対
運
動
に
つ
い
て
、
報
告

と
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
北
海
道
か
ら
は
、

特
定
行
為
・
タ
ス
ク
シ
フ
ト
に
つ

い
て
発
言
。
日
本
医
労
連
が
提
起

す
る
方
針
を
理
解
す
る
と
し
た
一

方
、
既
に
現
場
で
は
特
定
行
為
の

実
施
が
広
が
っ
て
い
る
た
め
方
針

が
分
断
を
う
む
と
懸
念
し
、
現
場

実
態
に
即
し
て
議
論
し
、
方
針
を

整
理
す
る
必
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。
全
日
赤
か
ら
は
、
看
護
補
助

者
の
看
護
業
務
の
補
助
範
囲
を
逸

脱
す
る
経
営
者
の
対
応
に
反
対
す

る
方
針
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
現
場
で
は
既
に
看
護
師
業

務
を
補
助
者
に
移
譲
す
る
動
き
が

進
ん
で
お
り
、
両
者
の
賃
金
体
系

は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
業
務
内
容
が
曖
昧

に
な
る
の
は
労
働
力
搾
取
と
賃
金

抑
制
に
な
る
と
指
摘
。
全
日
赤
で

も
議
論
を
開
始
す
る
と
し
、
日
本

医
労
連
で
も
具
体
的
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
必
要
で
は
な
い
か
と
発
言

し
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、５５
本
の
発
言
と
４
本
の
文
書
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
で
は
２５
春
闘
で
の
奮
闘
や
教
訓
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
理
不
尽

な
経
営
者
や
労
働
条
件
改
悪
と
た
た
か
う
運
動
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
方
針
提
起
に
対
し
て
率
直
な
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
、
２５
年
度

の
運
動
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

日本医労連は7月22日～24日までの3日間、滋賀県琵琶湖グランドホテルにおい
て、第75回定期大会を開催しました。大会には、7全国組合・46都道府県医労連
（※）の代議員178人・女性比率約41％、特別代議員3人、来賓・傍聴・役員等あ
わせて272人が参加しました。
今大会では、55本の発言で活発な討論が行われました。ストライキをかまえて
賃上げを勝ち取った経験、春闘を粘り強く継続するために第2次統一行動に結集し
た取り組み、夜勤規制と大幅増員を実現するための貴重な意見、住民とともに地
域医療を守り統廃合を阻止するたたかいや、理不尽な経営者の横暴を許さず争議
に立ち上がった仲間の報告、新たな単組結成を含めた組織強化拡大の経験、2025
年のアクトインサマー in 神奈川に向けた支援の呼び掛けや�つながり�をテーマ
に準備を進め成功させる決意、そしてあらゆる運動において産別結集の重要性が
強調されました。
25春闘でのストライキ決議、賃上げと人員確保を求める団体署名、国会議員要
請、自治体キャラバン、ＳＮＳでの情報発信などによる積極的な取り組みが、メ
ディアを通じて世論に大きく広がりました。与党内からもケア労働者の賃上げが
必要など私たちの運動が世論や政治に変化をもたらしたことは大きな成果です。
しかし、医療・介護・福祉労働者の生活を改善する具体的な対策は図られておら
ず、昨年のベースアップ評価料は十分な賃上げにつながらず、さらに一時金の引
き下げで年収が減った医療・介護・福祉労働者が多くいます。これまでにつくり
上げてきた、世論と政治の動きを活かして、産別結集を継続し、ケア労働者の大
幅賃上げと夜勤規制を実現することが重要になります。今秋からはじまる新たな
署名を推進し過酷な現場を放置したままの政府に「私たちの声」を突き付けまし
ょう。
11万床の病床削減や医療費4兆円削減、ＯＴＣ類似薬の保険外し、介護給付費抑
制と負担増など、国民のいのちと健康と生活を脅かす動きが具体化されています。
権利としての社会保障を実現するために医労連の役割は、ますます重要になりま
す。
自公政権は、国民生活を後回しにした政治を進めてきました。そのため、7月20
日投開票の参議院選挙では、物価高や米不足など深刻になっている国民生活に十
分な施策を打てず、大きく議席を減らし過半数を割りました。また、野党共闘を
追求した東北、四国、沖縄などをはじめとする地域では与党に民意を突き付ける
結果がでています。その一方で、憲法改悪、露骨な排外主義を掲げる政党が伸長
しました。日本医労連は「ふたたび白衣を戦場の血で汚さない」ことを合言葉
に、平和と民主主義をまもる課題に取り組んできました。今年は戦後80年の節目
です。この教訓からも、憲法9条が活きる平和な社会を目指す運動の広がりと、日
本で暮らすすべての人に差別と分断を許さない政治の追求が重要です。
今大会時点の組合員数は15万5，650人となっています。低賃金、過酷な労働環境
におかれている医療・介護・福祉職場からの脱却には、制度・政策に大きな影響
を発揮できる組織建設は欠かせません。圧倒的未組織になっている920万人の医療
・介護・福祉労働者に医労連運動への結集を図るためにも、対話を軸に仲間をふ
やし労働組合の目的に向かって原則的に活動することが求められています。18万
人医労連を早期達成し、社会的影響力を発揮する強固な医療産別の建設に皆で取
り組みましょう。
安全・安心の医療・介護・福祉を提供するためには、社会的役割にふさわしい
賃金労働条件が不可欠です。今大会で決定した方針を基礎に、医療・介護、社会
保障のいっそうの充実をめざして、全国のなかまと団結して奮闘することをここ
に宣言します。

2025年7月24日
日本医療労働組合連合会第75回定期大会

平
和
と
民
主
主
義
、災
害
復
興
、

原
発
ゼ
ロ
、
国
民
共
同
で
は
、
5

本
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

宮
城
か
ら
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
の
見
学
や
沖
縄
で
の
平
和
学

習
を
行
っ
た
経
験
か
ら
、
「
過
去

の
出
来
事
を
学
ぶ
こ
と
は
社
会
と

の
つ
な
が
り
方
を
問
い
続
け
る
こ

と
に
も
繋
が
る
」
と
し
て
、
現
地

で
声
を
聞
く
こ
と
の
大
切
さ
を
発

言
し
ま
し
た
。
広
島
か
ら
は
、
広

島
県
呉
市
の
日
本
製
鉄
跡
地
が
軍

用
地
と
し
て
活
用
さ
れ
る
動
き

や
、
歴
史
を
捻
じ
曲
げ
る
よ
う
な

政
治
家
の
発
言
に
懸
念
し
、
歴
史

の
真
実
を
知
る
た
め
に
も
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
石
川
か
ら
は
、
能

登
半
島
地
震
に
関
す
る
支
援
へ
の

感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
福
島

か
ら
は
、
原
発
を
最
大
限
活
用
す

る
国
の
方
針
転
換
に
つ
い
て
触

れ
、
「
ま
た
原
発
事
故
を
引
き
起

こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
原
発
事
故

を
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
が
必

要
だ
」
と
発
言
し
ま
し
た
。
愛
知

か
ら
は
、
愛
知
県
に
あ
る
工
場
で

ミ
サ
イ
ル
が
生
産
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
あ
げ
、
日
本
平
和
大
会
in
愛

知
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
沖
縄
か
ら
は
、
参
議
院
選
挙

で
オ
ー
ル
沖
縄
の
候
補
が
勝
利
し

た
こ
と
や
、
昨
年
行
っ
た
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
ア
ク
ト
in
沖
縄
で
平
和
学

習
を
行
っ
た
ほ
か
、
平
和
を
訴
え

る
活
動
と
し
て
ピ
ー
ス
チ
ャ
リ
ン

コ
リ
レ
ー
の
復
活
を
検
討
し
て
い

る
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

組
織
拡
大
・
共
済
推
進
、
争
議
、

青
年
・
女
性
分
野
に
関
し
て
は
、

18
本
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

組
織
拡
大
に
つ
い
て
佐
賀
か
ら

は
、
町
立
太
良
病
院
で
の
組
合
結

成
の
報
告
が
あ
り
、
今
後
も
地
域

住
民
と
と
も
に
運
動
を
展
開
す
る

抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
は
ま
ゆ
う
病
院
労
組
（
和

歌
山
）
、
ひ
と
み
ユ
ニ
オ
ン
（
京

都
）の
結
成
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
全
日
赤
や
秋
田
か
ら
、
外
国

人
労
働
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
議

論
の
開
始
を
求
め
る
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
争
議
に
つ
い
て
は
、
国

共
病
組
名
城
支
部
、
名
市
大
教
職

員
組
合
、
あ
ま
こ
だ
労
組
（
愛

知
）
、
育
成
福
祉
会
労
組
（
沖
縄
）

な
ど
か
ら
、
争
議
の
経
過
報
告
や

支
援
継
続
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

共
済
推
進
に
つ
い
て
は
、
青
森
か

ら
生
命
共
済
の
60
歳
以
降
の
給
付

減
額
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
求
め

る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
福

島
か
ら
は
、
共
済
を
通
じ
て
個
人

加
盟
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
青
年
分
野
で

は
、
北
海
道
か
ら
共
済
推
進
を
兼

ね
た
共
済
ア
ク
ト
を
開
催
し
た
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
全
国
ア

ク
ト
へ
の
参
加
結
集
が
呼
び
か
け

ら
れ
た
ほ
か
、
今
後
の
青
年
活
動

の
活
性
化
を
担
保
す
る
予
算
編
成

を
求
め
る
発
言
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。
女
性
分
野
で
は
、
「
医
療
・

介
護
に
は
た
ら
く
み
ん
な
の
川

柳
」
最
優
秀
作
品
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
（
写
真
掲
載
）

2
号
議
案
の
発
言
は
7
本
出
さ

れ
ま
し
た
。

東
京
か
ら
は
、
2
号
議
案
に
反

対
の
立
場
と
し
て
、
「
第
56
回
中

央
委
員
会
で
予
備
提
案
さ
れ
た
内

容
は
長
時
間
夜
勤
改
善
問
題
で
あ

っ
た
の
に
、
今
大
会
で
は
三
単
産

署
名
の
推
進
に
テ
ー
マ
が
変
わ
っ

て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
な
の
に
、
学
習
を

進
め
よ
う
程
度
の
内
容
で
、
現
場

の
実
態
を
聞
く
姿
勢
が
不
足
し
て

い
る
と
感
じ
る
。
組
織
内
で
討
議

し
た
際
に
、
現
場
の
こ
と
が
分
か

っ
て
い
な
い
と
の
意
見
が
出
た
。

現
場
の
声
に
よ
く
耳
を
傾
け
て
ほ

し
い
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

埼
玉
か
ら
も
同
様
に
反
対
の
立
場

と
し
て
、
「
請
願
項
目
の
『
抜
本

的
に
』
と
い
う
文
言
が
漠
然
と
し

す
ぎ
て
い
て
、
ど
う
具
体
的
に
改

善
し
た
い
の
か
は
っ
き
り
さ
せ
て

ほ
し
い
」
と
求
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
「
第
一
段
階
と
し
て
実
効
性
の

あ
る
夜
勤
労
働
の
法
規
制
を
作
ら

せ
た
の
ち
、
第
二
段
階
と
し
て
夜

勤
規
制
が
患
者
利
用
者
負
担
増
に

な
ら
な
い
よ
う
、
患
者
団
体
も
含

む
広
範
な
団
体
と
も
共
闘
し
て
運

動
を
す
す
め
る
。
争
点
を
絞
っ
て

運
動
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
た
い
」

と
発
言
で
出
さ
れ
ま
し
た
。
京
都

か
ら
は
賛
成
の
立
場
と
し
て
、
増

員
闘
争
を
進
め
て
い
る
が
現
場
で

は
2
交
替
が
拡
大
し
、
夜
勤
専
従

の
導
入
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
世

論
喚
起
を
す
る
た
め
の
運
動
提
起

が
必
要
だ
と
発
言
し
ま
し
た
。

「ふたたび白衣を戦場の血で汚さない」決意をあらたに

1945年8月15日、幾多の尊い命を奪い去り、残された者に苦渋の
人生を背負わせた第2次世界大戦が終結し、日本は敗戦国としての
歴史を踏み出した。主権を国民に据え「陸海空軍その他の戦力は、
これを保持しない」という世界に誇るべき非戦の誓いを明文化し
た日本国憲法とともに復興をすすめたが、戦後80年のいま、防衛
費の2倍化を閣議決定し世界第3位の軍事大国になろうとしてい
る。自衛隊は、1954年の発足より専守防衛を存在意義としている
が、政府は近隣国の脅威をあおり、先制攻撃こそ最大の防衛との
理屈で敵基地攻撃能力を持つ兵器の配備をすすめ、武器産業を輸
出の中軸に据えるなど憲法に反する行為を続けている。費用捻出
のために社会保障費は削減され続けており、その代償が貧困と格
差、差別と排外主義が蔓延する現在の日本社会である。
いまロシアのウクライナ侵攻、イスラエル・パレスチナ間の戦

争が世界中に飛び火する可能性が高まっている。また、アメリカ
はイラン核施設への爆撃を自衛権の範疇だと主張しており、核抑
止論はまったくの妄想であることも明らかになった。際限のない
軍備増強の行く先は戦争である。しかし日本政府は日米安保条約
のもとアメリカの世界侵略へ加担し、自衛隊と米軍の一体化やＮ
ＡＴＯ加盟国軍との合同演習を拡大するなど、いまや日本全土が
軍事演習場化しており、アジア諸国から軍事大国化を懸念する声
も上がっている。
「ふたたび白衣を戦場の血で汚さない」日本医労連のスローガ

ンは、戦場で負傷した兵士を再び前線へ送り出すという極めて非
人道的な行為を強要された医療従事者たちの、命を守りたいとい
う願いから滲み出た言葉である。戦争という残酷で理不尽な歴史
を繰り返さないため、いま私たち医療・介護・福祉労働者には、
平和の実現を求めるとりくみを現場から実践することが求められ
ている。
平和の実現には、戦争のない状態を作ることと同時に、戦争に

つながる貧困と格差、差別と分断を減らし、無くす営みが不可欠
である。地域医療や患者・利用者の権利を守ること、そして賃上
げ・労働条件改善、職場からハラスメントや差別をなくし人権を
守る実直な労働組合活動が、戦争を止める力となる。命と暮らし
を支える私たちが平和を訴える声は、必ず社会に響く。足は職場
に・目は世界に向けて、すべての組合員が憲法を守り戦争させな
い運動へ、さらなる一歩を踏み出すことを、戦後80年の節目に開
催された今大会の名において、決議する。

2025年7月24日
日本医療労働組合連合会第75回定期大会

（左）田中希依さん（全医労）
（中）梅本哲男さん（東海北陸・岐阜）
（右）池原裕子さん（中国・鳥取）（※代議員としての欠席組織が1つあったため、正しくは46都道府県医労連でした。紙面でも訂正しております。）

賃
金
闘
争

賃
上
げ
に
つ
い
て
多
く
の
発
言

が
出
さ
れ
ま
し
た
。山
形
か
ら
は
、

要
求
実
現
に
結
び
つ
く
た
た
か
い

方
と
し
て
産
別
一
斉
団
交
、
産
別

統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
ベ
ア

を
求
め
て
た
た
か
っ
た
経
験
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
全
医
労
か
ら
は
、

賃
上
げ
に
こ
だ
わ
り
を
作
る
た

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
を
毎
週

行
い
、
組
合
員
と
意
思
統
一
を
深

め
な
が
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上

が
っ
た
経
験
。
福
岡
か
ら
は
、
13

組
合
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
、

そ
の
う
ち
2
組
合
が
初
の
ス
ト
ラ

イ
キ
に
決
起
し
、
組
織
が
前
進
し

た
経
験
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

青
森
か
ら
は
25
春
闘
に
お
け
る

職
場
決
議
の
取
り
組
み
に
関
わ
っ

て
、
原
則
的
な
た
た
か
い
を
進
め

て
い
く
必
要
性
に
つ
い
て
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
25
春
闘
で
は
1
0

0
0
を
超
え
る
事
業
所
が
決
議
を

あ
げ
て
意
思
統
一
を
深
め
ま
し
た

が
、
今
後
さ
ら
に
産
別
統
一
闘
争

の
実
践
を
強
め
な
が
ら
、
た
た
か

い
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。愛

媛
か
ら
は
、
世
界
の
産
別
と

と
も
に
た
た
か
う
26
春
闘
に
し
、

年
収
8
0
0
万
円
が
当
た
り
前
の

世
論
作
り
を
し
よ
う
と
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
年
収
8
0
0
万
円
は

決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
ず
、

私
た
ち
が
年
収
8
0
0
万
円
と
い

う
金
額
を
当
た
り
前
と
思
え
る
よ

う
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
い
の
ち
・
暮
ら
し
を
守

る
私
た
ち
の
仕
事
に
見
合
っ
た
要

求
を
掲
げ
て
声
を
あ
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

東
京
か
ら
は
、
25
春
闘
の
提
起

が
遅
か
っ
た
と
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
意
思
統
一
の
時
間
を
し
っ

か
り
確
保
す
る
た
め
に
も
極
力
早

く
提
案
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
秋
の
取
り
組

み
は
確
実
に
大
幅
賃
上
げ
に
結
び

付
け
る
た
め
に
旺
盛
に
運
動
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
全
労
連
も
ケ

ア
労
働
者
の
賃
上
げ
の
取
り
組
み

を
提
起
し
て
い
ま
す
が
、
旗
振
り

役
は
医
労
連
で
す
。
地
域
に
も
働

き
か
け
て
運
動
を
強
め
ま
し
ょ

う
。夜

勤
改
善
・
大
幅
増
員

北
海
道
か
ら
は
、
現
場
が
忙
し

い
中
で
集
め
た
署
名
が
採
択
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
総
括
を

求
め
る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
国

会
の
中
で
審
議
さ
せ
て
採
択
を
勝

ち
取
れ
る
よ
う
に
運
動
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
1
9
9
0
年

代
の
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
で
は
世
論

を
作
り
、
大
幅
な
賃
上
げ
獲
得
や

看
護
師
確
保
法
を
作
ら
せ
ま
し

た
。
24
年
度
は
1
3
8
人
の
国
会

議
員
が
紹
介
議
員
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
紹
介
議
員
を
も
っ
と
増

や
す
た
め
に
も
世
論
作
り
が
必
要

で
す
。
福
岡
か
ら
は
、
大
幅
増
員

は
働
き
手
だ
け
で
な
く
患
者
の
人

権
擁
護
に
も
つ
な
が
る
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
暮
ら

し
、
そ
し
て
患
者
の
人
権
を
守
る

た
め
に
も
増
員
闘
争
が
必
要
で

す
。社

会
保
障
拡
充
の

取
り
組
み

病
院
の
再
編
統
合
や
11
万
床
の

削
減
の
動
き
は
国
民
本
位
の
医
療

政
策
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
全
医

労
か
ら
は
大
運
動
に
つ
い
て
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
採
択
を
勝
ち

取
っ
た
経
験
を
日
本
医
労
連
と
し

て
も
学
び
、
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

平
和
を
守
る
運
動
・

原
発
ゼ
ロ

職
場
の
忙
し
さ
に
埋
没
す
る
と

知
ら
ず
知
ら
ず
に
戦
争
す
る
国
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
平
和
を
守
る
運
動
も
手
を
止

め
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
趣
旨

の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。
福
島
か

ら
は
原
発
の
問
題
に
つ
い
て
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
今
、
原
発
回
帰

へ
の
動
き
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
我
々
が
風
化
さ
せ
て
し

ま
う
と
相
手
側
は
反
転
攻
勢
を
し

か
け
て
き
ま
す
。
反
対
を
訴
え
続

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

組
織
課
題
・
財
政
問
題

青
森
か
ら
は
、
財
政
確
立
に
関

わ
っ
て
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

財
政
難
で
運
動
が
後
退
し
て
い
く

よ
う
な
事
態
は
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
効
率
的
な
執
行
を
進
め
る

と
同
時
に
、
本
部
で
検
討
委
員
会

を
設
置
し
な
が
ら
収
入
・
支
出
の

両
面
で
の
対
策
を
検
討
し
、
中
執

に
諮
り
な
が
ら
具
体
化
を
し
て
い

き
ま
す
。
9
×
9
の
8
割
登
録
に

つ
い
て
は
、
そ
の
定
義
も
明
確
に

し
な
が
ら
追
及
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
同
時
に
加
盟
費
の
見
直

し
な
ど
24
年
度
組
織
財
政
検
討
委

員
会
の
答
申
も
踏
ま
え
、
財
政
確

立
に
向
け
た
改
善
を
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

争
議
に
つ
い
て
は
、
愛
知
・
沖

縄
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。「
一

人
の
た
た
か
い
も
産
別
全
体
の
ち

か
ら
で
支
え
て
い
く
」
決
意
で
、

す
す
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。北

海
道
や
神
奈
川
、
青
年
協
議

会
か
ら
ア
ク
ト
に
つ
い
て
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
女
性
協
議

会
か
ら
は
サ
ン
バ
に
つ
い
て
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

夜
勤
規
制
と
大
幅
増
員

を
め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
（
２
号
議
案
）

2
号
議
案
に
関
わ
っ
て
は
、
賛

成
・
反
対
両
方
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
夜
勤
の
規
制
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
一
致

し
て
お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

全
体
で
取
り
組
み
が
す
す
め
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
も
っ
と

現
場
の
声
を
聞
く
べ
き
と
の
意
見

を
真
摯
に
う
け
と
め
な
が
ら
運
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

特別決議特別決議

やりきれぬ
夜勤１０回

低賃金
おやぶん

2025年医療・介護にはたらく
みんなの川柳最優秀作品発表

日本医労連 第７５回定期大会

２５年度運動方針

日本医労連
米沢哲書記長

大会議長
お疲れさまでした

大会宣言大会宣言
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退
任
役
員

●
選
出
さ
れ
た
25
年
度
役
員
の
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
）

親愛なる日本医労連の皆様へ

２０２５年７月９日
全米看護師連盟（ＮＮＵ）
世界看護師連合（ＧＮＵ）

世界の看護師と医療従事者は、世界的な感染症に苦しむ患者のケ
アを通じ、安全な職場、労働者の権利、地域社会の繁栄、そして健
全な環境のための共通のたたかいに至るまで、共通の経験を有して
いることを知っています。私たちが直面する脅威は国境を越えるた
め、私たちの連帯にも境界はありません。世界看護師連合（ＧＮＵ）
の創設加盟組織である全米看護師連盟（ＮＮＵ）の２２万５千人の登
録看護師は、日本医療労働組合連合会と揺るぎない団結を保ってい
ます。

皆さんは、経験豊富な看護師や医療従事者が働き続けられるため
の公正な賃金と安全な労働条件を求め、全国規模のストライキとい
う驚くべき勇気を示しました。
医療と健康が最優先される社会を求めて立ち上がることは、決し
て容易なことではありません。しかし日本医労連の組合員の方々は、
世界中の働く人々を守るために立ち上がりました。その決意と力強
さに敬意を表します。

すべての働く人々のいのちと権利を守るための政策を推進してい
く中で、全米の看護師、そしてＧＮＵを通して世界中の看護師が、
常に皆さんと共にあることを忘れないでください。皆さんのたたか
いは私たちのたたかいです。私たちはあらゆる場面で皆さんを支え、
応援するためにここにいます。
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月又 智広

前原 嘉人

寺園 通江

ＮＮＵ・ＧＮＵからのメッセージ

森田 進

五十嵐 建一

坂田 政春

浅山 麻実

椙山 智昭

田中 直光

三浦 進

井上 純

林 信悟

保元 里美

鎌倉 幸孝

米沢 哲

上田 潤

佐々木 悦子

油石 博敬

小玉 高弘

櫻井 順一

原 英彦

第３７期共済運営委員第３７期共済運営委員

松田 加寿美

花澤 直樹

遠藤 麻由

山崎 世理

鈴木 優

桶谷 恵美

奥井 明子

菅原 忠

寺田 雄

傳田 泉

松本 よし子

齋藤 由美子

吉田 岳彦

青山 光

小貫 駿

渡辺 勇仁

矢野 彩子

黒澤 幸一

大栗 陽
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中央執行委員長

全医労・現

中央副執行委員長

全厚労・現

中央副執行委員長

全労災・現

中央副執行委員長

北海道・現

中央副執行委員長

山形・現

中央執行委員

全厚労・現

中央執行委員

愛知・現

特別中央執行委員

北海道・現

中央執行委員

全医労・新

中央執行委員

東京・現

中央執行委員

書記局・現

東京・新

書記次長

中央執行委員

長野・新

中央執行委員

書記局・現

北海道・現

書記次長

中央執行委員

宮城・現

中央執行委員

書記局・現

北海道・現

書記次長

中央執行委員

宮城・現

中央執行委員

書記局・現

書記長

東京・現

中央執行委員

山形・現

中央執行委員

福岡・現

中央副執行委員長

熊本・現

中央執行委員

北海道・現

中央執行委員

徳島・現

中央副執行委員長

京都・現

中央執行委員

全労災・現

中央執行委員

山口・現

中央副執行委員長

東京・現

中央執行委員

全日赤・現

中央執行委員

大阪・現

会計監査

埼玉・新 全厚労・現

会計監査

全医労・新

会計監査 特別中央執行委員

愛知・新

特別中央執行委員

長野・現

特別中央執行委員

愛知・現

特別中央執行委員

書記局・現

特別中央執行委員

書記局・現


